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社会経済的 7 ーケテイングの形成 ( 2 ) 

橋 オて 勲

序

本稿は， I社会経済的マーケティ y グの形成J(1)(京都大学「経済論叢J，第96

巻第 2号，昭和4日年自月)の続稿をなすものである。

前稿においてはマーヶティ γグ論成立期におけるマ ケティ '/17論一般の主

要著作壱概観し，社会経済的マーケティング論の主な研究方法について概観し

た。本稿は，このあとをうけて，それぞれの研究方法の内容と特徴壱立ち入っ

て考察することを課題としている。

E 商品的方法

商品的方法 (commodity approach)は，社会経済的7 ーケティソグの初期

段階において，用いられた接近法むあった~その方法としての志識が初めてみ

られたのは， 1920年におけるc.S. Duncanの著作においてであった。彼は，

商品的分析 (comrnodity analysis) の内容について， I市場で売買される棉

花，小麦，とうもろこし，家畜，鉄鋼，皮革その他の商品の過程を，その源産

から消費者に至るまで追求し，それに関連する商業上の諸問題を追求する Pこ

とであると述べている。このダゾカンは既に同書において，制度的及び機能的

分析についても指摘し，社会経済的マーケティ Yグの 3つの研究方法を初めて

明らかにし，不十分ながら一応の分析方法を呈示していた。下イツのマーケテ

ィγ グ論史の研究者ヲイテラーもダYカYの著作に言及し，その意義を高く評

価している% しかし，商品的アプローチの整備された規定を示したのは30年

1) C. A. Duddy and D. A. Revzan， Marheting， 1962， p. 15 
2) c. S. Duncan， Marketmg.-Its P:γoblem and Me~hod. 1920， p. 8 
3) Eugen Leitherer， Gesckichte der handels-und absatzwi吋schaftlichenLiteratur， 1961. 

S. 111 



社会経済的マーケティングの形成 (2) (515) 23 

の P.D. Converseの著作，Ele刑仰向。ifMarketi仰gにおいてであった。彼は，

流通過程における 3つの契機すなわち流通客体 (goods)，流通主体 (people)， 

流通主体の活動 (operations) に着目し，そのうち商品的方法とは流通客体で

ある財貨あるいは商品の研究を通じて「財貨やサービスを生産者から消費者に

移転する過程」。壱追求することであると考えた。この頃になって方法的整備が

一応完成したということができょう。

「文献的概観」 では次に，商品的方法による研究にはどのような著作が

みられるであろうか。 20年頃までは商品的方法とし、う方法意識が必ずしも明確

でなかったが，実質的には，商品的方法を中心とする著作が多かった。特に初

期における農産物を中心とするマーケティ γFの研究にこの傾向が強かった。

例えば， L. D. I-I. Weldの TheJyIarketingο11 Far間 Pγoduct，1916は， I農

産物の配給を通じて市場配給の基本原理」めをあきらかにしようとしたものであ

り，また， T. J. Brooksの Marketsand RuraZ Eco'no附 CS，1914 も商品的方

法壱含んでいた九

2口年代に入ると. H. Hibbard7)の Market制 gAg円 C叫 turalPグoduct，1920，翌

21年の T.Macklinめの Efficie叫 Marketingfor Ag円 culture9
)，26年のA.H

Benton の dη Introauciionto the Ma吋 etingoj Far問Produc白川，などは何

れも農産物中心の商品的方法による研究であった。また商品分類法についても

A. W. Douglas の季節的な観点から農産物を中心とする分類を試みた問。次

に， 20年代に入って続々と刊行されはじめた一般書の中にも商品的方法を含ん

4) P. D. Converse， Elements of Mo.γketi錫g.1930， p. 23 
5) T.. D. H. Weld. Tko Ma叫 etingザ FaY1nI'rodud， 1916， p. V 
6) T. J. Brooks， Markets刷 dRU'I'al Ec同 omics:Scienceザ Commerceand Distribution， 19 
14の第17章から第四章までは主要な農産物部に沿革と問題を説明Lてし、る (d仏id.，p. 163ff.)。

7) H. Hibbard はウィスコンシン大学でマ ケティングを担当していた。マーケティングのほ
かに農業経済学や租税論にも時むをiもっていたとし、われる (Bartels，The Develotme叫 0/Ma" 
γketing 1克ougkt，p.232)。

8) Theodore Macklinは， 1911年頃から農業に関心をもち，農民と梢費者との聞に生じている浪
費的な問題を批判]しz 掩通過程を合理他するために同書を若わした(.Badels，~bia.. p. 166)。

9) パーテノレズは C. S. Duncan， Theodore Macklin， B. H. Hi.bbardを商品的分析とし、うマ
ケテ fγグ思想の統合をおこなった 3人であったと許価し口、る (Dartels.ibid.， p. 230)。

10) A. H. Bentonの取扱った農産物の種類を 1例として掲げてみると，小麦， 家畜， 酪農生産
物，高輪薯家禽及び卵，棉花羊毛，干草煙草1 かんきつ類 りんご，などである u

11) Archer Wall Douglas， Me何 handising，1918， p. 31 fI 
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だ著作が少くなかった。例えば 3つの研究方法を初めて指摘したダγヵγ

は ， 農 産品と製造品とを取扱い，また，流通過程におい て遂行される機能の分

析も試みた。彼はこの機能的分析と制度的分析，商品的分析との結合が最も優

れ た「科学的J方法であると考えていた。さらに， E. Brown も商品的方法壱

局ぃ ベ 農産品のほかに製造品(石炭，鉄鋼，木材，産業機械設備)をかなり

重視してきていた問。

しかし，商品的方法の最も優れた成果は， 30竿代の「展闘期」に入って， K

F. BreyerH)の Co欄間odityM a吋 et叫g，1931を侯たなけれ ば な ら な か っ た 。 ブ

ラ イ ぺ ーの研究は，パ テ 片 ス や ヲ イ テ ラ ー の い う よ うに商品的アプローチに

よってマーケティ Y グ原理を例証した卓越した例を示し，その分析方法の標準

を示した15)16)。 同書は第 1章から第26章に至るまで，すべて商品別に展開され，

そこ で は20年代までの研究とくらべて，農産物が後退し，製造品，特に石炭，

石油，鉄， セメ Y ト，農業機械，工業機械などの生産財や， 自動車などの耐

久 消費財が中心になってき て い る 問 。 さ ら に Newel H. Comish聞の MaJ:'keting

12) Edmund Brown， Ma1'ket問g，1924の内容は; パーテルズもいうように』 記述的であって，
批判的観点が少い (cLBartels， 0ι叫， pp. 166-167)。

13) E. Brown のとり上げた商品を掲げると，小量，小麦粉およびパン!棉花a 輯¥%および衣服，
家畜および食肉，果物および野草，缶詰食料品，コ ヒ ，タバコ，民草類および靴，石炭，鉄鋼，
木材，産業機械設備であり!製造品や産業尉が増えている (E.Brown， Marketi吋， 1925，p.19)。

14) Ralph F. Breyerは食料品小莞J芦の家に生まれた。彼はマーケティングrついての知識を J

ベンジルベニア大学の大学拐の教育およびマーケティ γグ関偶者との接触によって得た。卒業憧 j

一時腹売方面町実務に就し、たがj 間もなくベンジルベニア大学にかえり，そこでマ ケティング
コースを教えることになった。彼はその当時のマーケテ 4γグの文献と彼の講義とのギャップを
哩めるために CommodityMarketingを書し、た。その後間もな〈マーケティゾグの研究につ
¥.て考察しj その方法を統合しはじめ!その成果が MarketiηgInstituti州， 1934となって者わ
れた (Bartels，op. cit.， p. 224)。

15) Ibid.， p. 174 
16) E. Leithererの学史研F先においても，プライヤ の研究のみが商品別方法の代表として評価

されている (Leitherer.a. a. 0.， S. 111 f.)。
17) Breyer日とりあげた商品は次の如くである。無煙炭j 原油a精製沈鉱石銑銑圧延鋼板

ボルトラソドセメソト，清涼飲料水，綿織物，タバコ，農業機枇産業財市場，産業用機械，自
動車電量公共事業j 電話サーピスロ

18) N. H. Comlshは， Utah State Collegeでピジネスと経済学そ専攻し 自然科学や数学のコ
ースにも入った。大学院ではj マーケティング会合む経悼学舎専在していた。また歴史a 政治学;
哲学についても学んでいた。彼は卒業佳シカコ大学でも研究したが，彼のマーケテイングの研究
は主としてウィスコンジン大学でおこなわれ，そとで Hibbardや Macklinから大きい影響を
受けた。彼は，実業界でも活躍しj 農場を所有したり，協同組合を組織したり z セールスマソの
辞職をホち 他の商府の顧問や隔締役壱兼ねたりしている。彼の普乍を通じて共通する長は そ
れぞれ帯定の「階級」の立場から書かれているということである。すなわちj それぞれ消費者，
農業生産者j 製造業者の立場から書かれていてz 社会という不明確な立場をとらないとし、うのが
彼の考え方であった (Bartels，op. cit.. pp.35. 227)。
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Ma飽 ufactured Goods. 1935も製造品についての商品的研究であり，他方， '30 

年代に入って初めてJ.H. Frederick， I.仰dustrial Marketing， 1934; R. F 

Elder， Fundamentals of lndust円 al Marketing. 1935; V. D. Reed. A蜘 er-

tis四 g and Selling Industria! Goods， 1由36などの生産財7 ーケティ Y!Tの専

門的著作があらわれている。これらの30年代の研究の特徴は，例えばコミヅシ

が，製造品のチャ Yネノレについて分析し，販売代理屈，ブローカー，専門庖な

ど，配給機関の比較検討をおこなっていたり，ブライヤーが，さらに配給機関

によって遂行される機能や配給費用の問題にまで立ち入って分析するなど，商

品的方法が，単なる展開ノ旬法にとどまらず，分析の内容において制度的方法，

機能的方法と次第に深く結合してきている己とである。このように相対的に優

れた研究は30年代に入って輩出されたのであるが，商品別著作の最も多かった

時期は20年代の成立期であった問。

概括 以上，商品的方法の主な著作を概観してきたが，その研究内容には.

いかなる発展傾向がみられるのであろうか。

第 lに，登場する商品種類に変化発展がみられる。すなわち，すでにみたよ

うに成立期の最初 (10年代)は主として農産物や織物業の製品が中心であった

が， 20年代には次第に製造品や産業財の拾頭が注目されるようになり， 30年代

に入ると製造品のなかでも，産業財や耐久消費財などが中心になってきている

のである。乙の農産物から製造品への重心の移行は， 20世紀初頭以来急速に進

19) 1930年までの成立期における商品的方法の主な文献には次のようなものがるる。 J.R. Smith， 
The SJory of Steel， 1908; R 且 Smith，Wkoat Fields州 dMarkets of the World， 1908 
10年代に入って， M. T. Copland， Cotto冗 ManlそfacturingIndusl叩問 theU. 5.， 1912; 

P. T. Dondlingel"， R(}()k 01 Wheat， 1912: J. Chittick， Silk II凶anufactureand Its P.γoblem， 
1913; A. B. Adams， Marketlng Perishable Farm Products， 1916; F. J. Al1en， The Shoe 
Industry， 1916; P. T. Cherington， Wool T旬 dustry，1916; A.B. Scherer， Cotton as a World 
Poωer， 19160 

1920年代に入って， C. L. .King， Ths Price 01 Milk. 1920; E. W. Benjamin， Markehng 
p，叫 tryProducts， 1923; R. A. Cleinen， Livestock and Meat lndustry明 Amer“a，1923 ; 
w. H. Hubbard， Cotton a句 dthe Catton Market. 1923 ; A、N.Gilbert， Tke Food SupPly 
0'1 Neα England， 1924; H. H. Mayna.rd， Marketing Noタthwi.1sternApples， 1924; A. T 
Shurick， The Coal lndustry， 1924 

25年以後。 J.R.Arnold， T-fidA.~ 四 dSk叩九 1925;J. E. Boyle， MaYket~ng σ11 Agricultural 
Products， 1925; J. E. Spur et al. Marketing" 01 Metals a儲 iMinerals， 1925; c. E. Artman， 
Food Costs and City Consumers， 1926; A. C. Cline， Market~ng Lun訪日叫 NewH.酎 npshire，
1926; A.H. Cole， Ame円 canWool 1四lnufactUYBr，1926; L. R. Edminster， The Cattle 
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行してきたアメリカ独占資本主義の産業構造の高度化寺反映し，研究の重点が

未だ小商品生産の残存する農業から，独占資本の支配する資本肯l生産の基軸産

業分野すなわち鉄鋼，石油，非鉄金属などを中心とする生産財分野に移行した

ことを示すものである叫。換言するならば，商品的研究方法においても，マー

ゲティ Y グの重心が非独占分野から独占資本を中心とするマーケティ γグにーと

昇転化し， I独占資本のための商品的方法」になってきでし、るのである。

第 2に，商品分類についてみると，その展開方法には，ライテラーも指摘し

ているように，個々の商品別の展開法と，商品グループ別の艮開法があるが21

個々の商品別の展開法は，制度的方法や機能的方法のf台頭に伴って次第に衰退

していった。具体的にみると E.プラウ Yや F.ブライヤ などは個々の商品刊

毎に展開している。しかし他方，例えばF.E クラーグ， P.W アイヴィなど珊 d

のようなマ ケティ Y グ一般の概論書では，商品グノレ プ別に分けてその配給

組織を論じている抱《。 この 2つの方法の優劣についてはそれぞれ論議がある。

例えばプライヤーは，直接販売がよいか，間接配給がよし、かの問題は個々の商

Ind削 tr.yand品。 Tal'iff，1926: FederaI Trade Cornm" Reto付 ontke G岬同 Trade，1926; 
Pederal Trade Comm.， Se1'ies 01 Retorts on Va円 OUSCommoaihes，; L. Fisher， Oit 
Tmperialism， (In十e.rna士ional"Pnh 仁n.)1926; Vi"れo~e 仁 o. The 刃tnrynf RI1少ο札 1926
O. F. Hunziker， The Butter J.旬dω"γy，1927; C. S. Plumb. Maγketing Farm A勿~mals，

1927; H. B. Pnce， II凶arketingFa.rm Products， 1927; Vanderblue and Crum， The Iron 
Industry in Prosperity酎 zdDetres5ωn. 1927; R. C. Epstein， The A叫 omobileT旬dustry，
1928; Hamilton and Wright， The Case of Bitumino包sCoal， 1928; M， Keir， I~似dustries
of Ameri叫 M叩 ujactunng，1928; W _ A， Sherman， Me刊加ndising Fru~ts 側 d Veg-
etables， 1928; _T. Warshow， Retresentative lndustries畑山 U.5.， 1928; V， S. Clark， 
H即"刷ω削 Y叩Y '.ザ'1M，酎町，uザf削叫t

Mo凹n此1此tg酔o叩z訂四τu，町ry，The C白ο叩op，阿グ開α叫tれZ叩υ山，Pa剖'"酎"銘， ，閉勿 c，吋"向削o肘帥，勿包， 1凹92阻9. (なお極めて筒簡1単な概述は P. D 
C臼o凹n凹ve肝γs担e.De山叫'0噌ρm即 8叫 oザ.jM，凶肝k，吋凶tμ仰伽"団，匁z培gT叩'h~伺川，ο肝ラH'Y ， 1川nWales (ed叫)，印刷ゆ似gp，円 ste.ct紅白問

Ma吋eμng，1951， p. 6にもみられる。)
20) 1909年当時 巨すでな産業資ホ 100持の総費産が市める集中置の高い産業部門i立 政の和くであ

る。鉄鋼29%，石油13%，非鉄金属 8%強，食料品8%弱!変通運輸施設7%弱民間吏通5%. 
化学4%，石炭 4%弱，タパコ 3%強 (A.D. H. Kaplan， Big E叫erprisein a Compet~tive 
sγstem， Rev. ed" 1964. p. 127)。また1929年にj 巨大独占賢本100社が製造工業の中で占める
比率は 雇用人員数では20.7%.什加価値額では24.7%，製品価値では32.4%であったU さら
に，総資産集中庄".製造工業にワレて，巨大独占資本75社抗 40.2%まで占め，運輸業では!
40社が 80.4-%をその手中におさめるようになっていた (National Resource Committee， 
Stl'uctU1'e 0/ A例 ericanEco刑 my，p. 102 f.)。

21) Leitherer， a. a. 0.， S. 112 

. 22) Fred E. Clark， Pri叫がles01 Markel同 g，1922， p. 29 ff. (なお戦後の R.D. Tousloy， 
による改訂版ではj 消費財生産財畳業生産物の 3グル プに分村られている。 R.D. Tousley， 
E. Clark and F. E. Clatk， Pnncities of Marketing， 1962. p. 23宜)ま t，'P. W. Ivey， 
PrinciPles of Marketi噌， 1921. p. 285査など。
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品別の分析による必要があり，一般的原理を現実の市場の実状に直ちに適用す

るわけにはゆかないと述べて， 個々 の商品別分析の必要性を強調してい志:6'町ヨめ〉

しかしその後，森下教授も指摘されるように，類似商品の配給経路は類似する

のが普通であるので，典型的あるいは代表的商品による展開で足りるようにな

ってきた叫。 したがって，このプライヤーの主張は，歴史的過程からみると商

品的方法の存在根拠をあえて主張しようとする苦悶であり， 20年代以降におい

て一般的マーケティ γ グの概論吾が次第に支配的になり，制度的方法や機能的

方法がf台頭するにつれて個々の商品毎の展開方法のみならず商品的方法そのも

のが衰退していったのである。

第 3に，商品の分類方法についての主な分類法はすでにこの成立期において

登場したが，社会経済的マーケティ Y グの科学的発展の方向に即した分類法の

発展は停滞するに至った。具体的にみると，すでに1912年に D.Hagertyは商

品を産業財と消費財をに分類し， C. C. Parlinは消費財を最寄品 (convenience

goods) ，買廻品 (shoppinggoods)及び緊急品 (emergencygoods)に分け汽

さらに18年に A.W. Douglasは季節的観点から普通商品 (regularor staple 

goods)，季節商品 (seasonablegoods).祝祭日商品 (holidayor Chr・istmas

goods) とに分けた加〉。 続いて24年には， コープラγ トーによって， 生産財と消

費財の詳細な分類が展開され27〉，生産財は，主要設備品，附属備品，運転用消耗

品，材料品及び部分品，自然原料品に分けられベ他方，消費財は，最寄品，

買廻晶，専門品，配達品，ばら荷品に分けられているへさらに27年にE.L

Rhoades-も詳細な商品分類法を示し仰にまたコンパーァ、によっても分類法のー

23) .Breyer， ot. cit.， p. 1 f 

24) 森下二次也配拍輸の FunctionalApproachについて， r蛙営研究j錆22号， 1ベージ。
25) C. C. Parlin， Merchandise 01 Textites. 1912 (Converse， op. cit.， p. 6による)， 
26) A. W. Douglas， Mercl.聞出sing，1918. p. :n ff. (Converse， 0少 叫 p.76) 
27) 生産財と消費財の分類基準について J ヲイテラーは「販売形態」による区分と述べているが

(Leltherer， a. a. 0.， S. 112)，むしろ在ユ吉彦教授のいわれるように， r消費過程による匡分」
とすべきであろう(谷口吉章「配給通論」増補版，昭和34年 43ページ)。

28) むの生産財の分類は戦後におし、ても修正されつつ継承されてb、る (E.A. Duddy and D， A 
Revzan， Marゐeting"1953， p. 16)。

29) このコ プラ γ ドの消費財の分類は戦後も継承されている(1.McCarthy， Basic Maf'keting， 
1960， p. 278宜;R. H. Buskrrk， 1-'ri旬 ciptes01 Marketing， 1961. pp. 156-158など〕。
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層の精密化が試みられた町。 しかし重要なことは分類の細かい内容ではなく，

分類の観点、である。この点から注目されるべき分類は，ヴェイノレ及びスラッグ

スヴォーノレドの分類，すなわち. (1) 物的性質(腐敗性商品，非腐敗性商品). 

(到商品の使用法(生産財，消費財)とならんで. (3)に，生産の特徴による分

類が試みられ，生産方法の観点から.i自然によって生産される商品J.i手工業

による商品J.i機械による商品」と分けられたことである町。 これは，農業か

ら家内制手工業・工場制手工業を経て機械制大工業に至る生産方法の歴史的発

展に対応する分類法である町。流通過程の歴史的発展を科学的に把握し，独占

資本主義における流通過程の問題点壱適確に分析する手掛りにするためには，

独占段階における基本的商品の分類，すなわち独占資本の商品である商標商品

(またはレッテノレ商品，銘柄晶)あるいはメーカ一品(またはチヨヅプなど)と

中小企業の商品である無標商品(または無銘柄品〕あるいは市中吊正の区別，

また，独占資本の令理化による大量生産体制を反映する分類， すなわち標準品

と非標準品との区別を反映した分類を歴史的に考察し，それぞれの特徴と，独

占資本と中小企業との競争収奪関係を分析する方向に発展すべきであった。し

かる~;:::，その後の発展において，マーケティ '/!f論はますます独占企業として

の個別資本の市場問題解決のための沼具としての性格を強め，消費者に自己の

商品を強引に買わせる高圧販売の技術論へと直進していった。この個別資本の

販売促進の観点からはむしろ消費者の購買動機の分類が重視されてくる。この

点で，コープランドが消費者の購買動機を，本源的動機 (primarymotive)と

選択的動機 (selectivemotive)と感情的動機 (emotionalmoti ve)とに分けた

ことは叫， 社会経済的マーケティング論から企業的マーケティ '/!f論への発展

30) E. L. Rhoades， Introductory Readi1包g"η Marketing，1927， Chap.2 (PυConverse， 
Ekments 0/ Marketing， 1930. Rev. ed.， 1935. p.142;及ひWales(ed.)，Cha惚g叫gPerstective 
in Market叫g，195L p. 6による〕。

31) P. D. Converse， ibid.， p. 142 なお邦文としてj 苔口吉彦「配給通論J42ページ以下，深見
義一「商業学」昭和24年， 176へ ジ以下，福田敬太郎「市場配曲論」昭和12年， 178ベ ジ以下
を事照。

32) R 円 Val1eann P. L. Slil，gsvold. Ma1'ket 0印刷izatio飽， 1929.pp. 57 fL. 61 ff.， 67盛

33) K. Marx， Das Katital， Dietz Verlag， VoL 1， Abschnit 4. S. 327任，長谷郁士雄訳，青
木文庫眠第3分肌第4篇 529ベジ以下参照。

34) M. T. Copeland， Problems叩 MarT，eting，1923 (Converse， op. cit.， p. 62による)。
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過程において商品分類上の分岐点としての意味をもっていたのである。

以上のような特徴を示しつつ，商品別方法は衰退の道を辿った。なぜならば，

商品別方法は，展開方法としても，羅列的，列挙的，記述的であり，繰返しゃ

重複が多くなワがちで冗漫であったからであるaへその上何よりも，商品的方

訟では1010年代から30年に至る成立期における流通過程の問題性，すなわち，

独占資本による流通支配と中間商人排除問題，小売商業形態の急激な再編成に

よる商業独占資本の成立問題についての問題性を処理するには，不適当であっ

たからである。

百制度的方法

制度的方法 (institutionalapproach)は I機構的」方法， I機関別」方法

とも呼ばれている。本来は，流通過程における卸売商業資本，小売商業資本を，

「配給機構」を構成する 1つの「機関Jとして把握し，その形態，特徴，活動，

機能等について分析し展開すること，またはs 流通過程を全体として 1つの制

度または γ ステムとして把握するアプローチ壱意味している。この制度的方法

についての初期の概念規定を窺ってみると，先ず方法的意識を明確にしはじめ

た頃， C. S ダYカンは制度と機能とを最初から密接に結びつけて考え， I制度

的及び機能的分析J(institutional an.d functional analysis)が「商品的分析」

(commodity analysis) と対置せしめられていた酌。さらに後に 3つの方法を

明快に規定した P.D コγバースによれば， I制度的方法は，マーケナィ γ 〆

に従事する中間商人や諸機関の種々なタイプの考察に導い制度的方法は，中

間商人や諸機関がL、かに活動してし、るか，それらがマーケティング・ γ ステム

において占める地位，それらの重要性，それらが遂行する機能，それらが取扱

う商品を示すものである。」町と述ペている。その後の概論的なマーケティソグ

35) 商品的方法の批判については例えば P. D. Converse， Elements 01 Maγk，'叫 g，.1930， 
Rev. ed.， 1935. p. 141: J. McCarthy， op. dt" p. :Hな戸。

36) c. S. Duncan， Ma'l'keting， 1920， p. 7 
37) P. D. Converse， Element.s 0111ぱarktting，1935. p. 161 
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学者の諸定義も大抵はこの規定と類似している(例えば仁harlesF. PhiUips円

戦後の JeromeMcCarthy3汽など叫)。

展望的概観 では次に，制度的方法にはし、かなる著作があり，そこでし、か

なる展開がみられていたのであろうか。アメリカの学風は周知のようにドイツ

と異って方法論的意識が弱く，方法論的論理性が重視されないので，アメリカ

の著作の多くは記述的であり，実用的である u したがって制度的方法意識で一

貫した著作は極めて少ない。しかし，制度的方法あるいはそれに近い展開は，

第 1に，小売業や卸売業などの配給機関についての専門的三宮f'Fにおいて，第 2

に，マーケティ Yグ一般の著作における卸・小売機関についての展開や流通機

構の展開において見出すことができる。

小売機関の研究 小売業の専門的研究はマーケティ γグの成立期，特に10

年代において， すでに優れた研究があらわれていた。 PaulH. Nystromの

The E印刷剛山 ofRe師 iling，1915は小売研究における最初の注目すべき著作

であった叫。同書において，ナイスミロムは制度的分野と技術的分野の 2領域

において最初の先駆的貢献をおこなっている4へそのうち制度的方法の分野で

論じられている問題では，先ず小売業発展の歴史では， 1850年以来，人口の増

大以上に小売庖舗数が増加してきていること，しかし取扱商品の数量はさらに

増大し 1庖当りの取扱商品量が増大してし、ること，小売に対しても消費者の

重要性が増大してきたことなどが示され，その他需要の変化について，小売!占

の立地と地代についてもふれ，さらに興味深いのは小売業の改廃率についても

統計的な研究をおこない，既に産業資本の成立期である1840年頃から小売商の

改廃率が極めて高く，独占段階成立の20世紀初頭ではさらに若干高くなってい

ることを実証していたことである。これは既に産業資本主義段階においても零

38) C. F. Phillips， Marketing， 1938， p. 39 
39) ]. McCarthy， Basic Maγketing， 1960，-p. 31 
40) Duddy and Revz叫 Marketing，1947などは若干臭った規定を試みている(cf.， p. 16 f.)。
41) Nystron， Eco1'叩m~cs_ 0/ Retailingは 37年に RetailStore Ote叩 tio悌介して改版されて

いる。

42) 披の経営技術台場ケ野の研究については経費，立地，賃金，な Fが重視されているがbid.，p 69ff.L 
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紺商業の地位が極めて不安定なことを示し，独占資本主義における零細小商人

問題の先駆をなす問題であった叫。次に，彼は内密価格 (insideprice) によ

る取引や大量割引などの価格差別を禁止するとと，虚偽広告を法的に禁止 Fる

こと，配給費が高過ぎ吾こと，小売尼が多すぎること，また連邦政府や州当局

によって統計資料が蒐集されるべきこと，および科学的研究や教育が必要であ

ること，などを指摘してい芯。さらにまた，当時端緒的に成立していた独占資

本の配給方法についても実評的資料がみられ，との資料から10年代当時に独占

企業の直接配給と卸売排除問題が極めて大きく撃場していた事実の一端を窺う

ことができる叫。次に小売機関については，百貨屈や連鎖庖壱重視し，特に，

その当時始頭しつつあった連鎖底の進出については，既存の小売γ ステムに重

複が生じ，しかも消費者にそれを償う便宜を与えることができないという理由

から，反対を称えていた。本書はその後のマーヶティ Y グ一般の教科書的概論

書にも大きい影響をあたえ，概論書における「制度的方法jの展開のために豊

富な資料と多〈の示唆とを与えた。しかし全体としては，ナイ λ トロムの展開

はやはり記述的，説明的なものであった。

その他小売商の制度的方法が多少とも重視されてい志のは HoraceSecrist拘

の Cost，Meγchand日間gPractice， Advertising， and Sales叩 RetailDist円butio旬

。'fCloth叩 .g，1921; Norris A. Brisco.必〉の P円勿ciples0/ Retailing， 1927が注目

43) ちなみにz 小売眉の改廃率について窺うと，ナイストロムは，:1840年頃に開屈したづヲ冒屈のう
ち， 60%は15年以内に改廃業して情減している事実をあげている(出d.，p.302)ロまたナイスト
ロムの生地である Oshkoshの小売庖の改廃率について調査した結果によれば， 30年後には13%
の屈しか残存していなかったロすなわち1890竿には 100%であった小売居が， 5年後には37%が
脱落し， 10年後には吉ちに28%が.1910年までにはさらに20%が脱苦情誠している (p，307)。な
お z 脱落した小売「占の失敗原因は，死亡または病気12%，赤字版売14%，利益をえての販売9%.
倒産 3%.失敗または立ち植え62%となっている。さらに他の調査研究では，経皆上の無能力が
50-55%.資本不足拘30% 不可抗力15 却%， となョている (p，30a笠)。 しかし，コンパ
スによれば，製造業，卸完業1 サ ピス業などでも改廃車が極めて高いといわれている (p，D 

Converse， The Begi銘銘包勾g'1λ1arketi旬gThought in the U刑 tedStates， 1959. p. 52)。
44) 全国的広告をしてし、る 120社のうち a 卸庇商を排除しないで分散卸商へ販売している会社は，

17社にすぎない (Nystrom，op. cit.， P 37)。
45) Horace Secrist (1881-1943)はノ スウェスタ γ大学の商業調査所の所長であった。彼は4、

売自の実際的な資料そ分析してし、る(仁 onV，?Tse，ibid.， p. 63)。
46) N. A. Briscoはユューヨ グ大苧j、売学部の学部長を勤めていた。恨の也の著作として1"-，
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される程度であった叫。要するに， 小売機関の研究でほ，ナイス}ロムの研究

が，記述的，断片的ではあるが，後の制度的方法の礎石を築いたにすぎなかった。

卸売機関の研究 次に卸売業の専門的研究についての著作は小売機関の研

究にくらべてさらに遅れていた。特に1920年代まではほとんど関心が払われて

いなかった。その原因について，ハーテルスは，第 1に. 20世紀初頭より卸売

業に対する批判が生じ，卸売活動の能率向上よりもむしろ卸商排除の方が問題

になってきたために卸売業の研究や関心が低下したこと，第2に，卸商の独自な

「基本的特徴」が認識されないために，小売商と同一視され，両者の区別が明確

でなかったことをあげている叫。しかし1919年頃から TheodoreN. Beckman 

の研究が開始され始めたが，一般的に研究は低調でありベむしろ概論書におけ

る研究内容の方が進んでいた。しかし1926年にはじめて，ベックマプの Who-

lesali吋が発表された。彼は同書において，流通過程における卸売商の地位が

安定していることを示そうとし，卸売業の概念を 1つの制度として把握した問。

しかし，パーテノレズによれば本書は，ナイストロムの小売業の研究lこくらべて，

分析的ではあるが，他方，体系が整備されておらず，種々な卸売業の分類と整

理が不十分で，卸売業 (wholesaling) と卸売商人 (wholesaler) との区別，商

人(m.erchant) と機能的中間商人 (functionalmiddlemen) との区別もでき

ていなかったと批判されtいb町。しかし20年代の専門的研究では， 同書以外

Retail $alesmanshiρ】 1920;Retail BuYing， 1925; C四 iitProcedure， 1929; O. P. Robinson 
と共に RelailSto刊 Organizati印刷iM.刷 agement，1938など。

47) 他~uJ、費撲の経営技術的な著作としては. P. H. Nystrom. Retail SeUing and 510rt Mana 
gement.1913; H. S. Colhns， RetaU St01'e Ma錫agement，1914;W. R. Hotckin， Thfl Mum.fal 
0/ Successful Stοrekeeping， 1915; James W. Fisk， Retail Sell同 g;A Guide初 theBest 
Modcrn Practice， 1916; C. C. Field， Rdail D'U;.yin~.. Modc作 ; Pri仰の:pl'esand Practucs， 
1917; P. H. Nystrom， Retail 510re M酎 !agerne叫， 1917; A. W. Douglas. Merchandising， 
1918; lIiuold Whitehcad， Ho即 如 何4η aSto吋， 1921;W. W. Charters (ed ). Merchandise 
Manuals 101' Retail Salesteop[e， 1924---25; Lew Hahn and Percival White (ed.)， The 
Me'l'cha.nt M叩 ual，1924; N. A. Brisco and .T W. Wingate， Retail B吋 ing，1925; A1bert 
W. Frey and P叫 L1H. Nystrorn， Me'l'chandise Contyol， 1927などがある。

48) Bartels; ot. cit.. p. 147 f 
49) 1920年に，Wholesale Markeling 01 Foods， u. S. Government Printing O:fficeが出でL、る。

50) Beckman， Wholesa:1拍 g， 1926 では 卸機能E卸機構の概リ念には 5つの章があてられている
(Bartels， QP. cit.， p. 149)。

51) Bartels， 0ρcit.， p. 147 f 
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にみるべきものもなし 30年代の展開期壱迎えることになったE九

しかし他点では， 1915年から30年にかけて，卸売業や小売業の調査研究が犬

学の研究所，商業組合やピジネλ 雑誌の発行所 C僅かながらおこなわれた町。

この調査は30年代に入っても続けられ，ベッグマンも統計調査局の主な関係者

として卸売業の調査に従事していた。なおベゲクマ Yの著作は戦後の1959年に

R. D. Buzzelと共に改訂を加えられ，現在においても，数少い卸売業研究の

文献として重雪壱なしているが，その基礎は未成熟ながらすでにマーケティソ

グ論成立期において築かれていたのであった。

マーケティンゲ一般書におけ吾制度的研究 先ず1910年代について。この

段階ではまだ制度的研究という自己認識はみられなかったが，流通機構の制度

的研究はすでに A.W. Shawの著作間にあらわれている c しかもショーは流

通機構の解明を， 中間商人排除という当時の核心問題と結びつけて論じてい

る。この中間商人排除問題は，資本主義市場の横の地域的発展が一応完成し，

独占資本が全国的市場支配のために流通過程に進出しはじめてからの問題，す

なわち独占資本による流通機構の再編成過程での問題であった。ショーは，正

当にもこの独占資本を中心とする「排除傾向」がさらに将来発展することを予

言し町，流通機構壱凶表化して中間商人排除傾向を明確に表現していた町。次

に，ショーの制度的研究での第 2の業績は，独占資本による全国的市場の完成

に至るまでの流通機構の歴史的発展， すなわち中間商人の介入傾向を図表化し

ていることである町。しかし， ショ の図表は現象の整理にとどまり，生産力

の歴史的発展にともなう商品生産発展の歴史的必然性のなかで分析されてはい

なかった問。やはり羅列的， 列挙的な叙述に終始していたのである。ともあれ

V ョーの疏通機構の制度的研究が中間商人の介入と排除問題と結びついて登場

52) 20年代には，他に JamesW. Milla:rd. The Wholesale G'Yoce'l"，c P'Yllhl帥 H，1928がみられ
る程度である。

53) 当時の調音刊行物には 卸 小売商の盛授と利潤"関するものが多い (Converse，op. cit.， p 

74)。
54) A. W. Shaw， Some Problems同 MarketDistrib叫"札 1915
55) Shaw， op. cit.， p. 75. 

56) 図表については ibid..p. 74 森下二次也「現代商業経済論」昭和35年， 272ヘ ジ審照。
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したことは，機能論との結合を必然化し，その後の機能的方法0)発展にも大き

い影響壱あたえることになった。

次に農産物商品についての事実上の制度的方法を発展させた学者として，

L. D. H. Weldがあげられる。彼は農産物の配給機構の中でγ ョーと同じよう

に商人過剰問題をとりあげた。彼は消費者に至るまでに配給段階が多過ぎるこ

と，また各段階内でも，地方の買集商，卸商，小売商が過剰であることを指摘
晶』

軒 一ー

している問。では，との過剰傾向の流通過程を合理化するにはどうすればよい

か。彼は，第 1には専門化 (specialization) による流通費用の低下と，能率

の向上.第 2には. 12つ以上の中間商人の機能を 1つの中間商人の手に結合

することによってJ.すなわち「機能の最も経済的な結合を発見する」聞ことに

よる合理化を考えている。前者の専門化による合理化の方向には，取扱商品別

の専門化と，機能別専門化があることを指摘し，何れの専門化も，配給費を引

き下げるので好ましい発展傾向であると考えてし、る。しかし，この問題は本来

は独占資本と卸商業資本との対立競争，また商業資本内での相互間の対立競争，

57) νョーの中間商人の聾展を示す図表を掲げれば次の如くである (Shaw，噌 cit..p. 70)。

主将忠臣臨さ物々交換 巨量一一一一ー一一-LlI!亙
17R皐詰 11-------同上|

中世紀 手工業 I-i.~~~i- 回一-EZ

一画自 1玉三日--I'PA面べi'lJ: 1 

現 代 園内システムー|重罰-I!>IJ/i!il-I'PA司 1 i'l J: 1 
1-1 i'l J: 1_1国十I'HAfflil 日

」は 醐 商 一 一 -
58) 流通過程あるし、は商業資本の歴史的発展については S.F. Tokmalajew. H.出.zdelskapital

und Handelsョ/Jyofit.1952. Kapitel 1. S. 3:ff.; B. H. .ffROBD;胞団Iiii.Eyn四国阻量同n盟国.B 

tteo;n;師団Q-RP叩 O回国立即日間量 PO町田. 19日，石川邦男訳「封建農奴制ロツヤにおける商人資
本J1956年，松井清「商業撞商学概論」昭和26屯 24ベ ジ以下.83ページ以下;また森下三次
也「商業経済論体系」昭和34年j 第l章，河野健三「西洋商業史J1956年!大塚久雄「近代資本
主義の系譜J1946年など参照。

59) L. D. H. Weld， Marketingザ FarmP刊 d旬Gts，1916， p. 21 
60) Ibid.. p. 21 
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すなわち諸資本の競争関係から分析されるべきものであった。卸商の専門化は

価値観点かち分析すれば独占利潤の収奪を意図する独占資本の巨大な流通支配

力に圧迫され，排除されようとする卸売商業資本の対応形態であれ自己存続

のための適応形態にほかならなかった。したがって，卸売商業資本の専門化が

何故に必然化するかという歴史的発展法則の貫徹形態として分析されるべき問

題であった叫。しかるに，ウェノレドの方法は単なる現象の記述に終始していた。

次にウェノレドの小売業についての叙述は一応，通信販売庖，連鎖庖などの新し

い資本主義的小売形態をあげているが，極めて簡単に説明しているにすぎない。

彼の問題は，小売業の経費やマ ?:/が過大ではないかという点に向けられ，

寸ナーピス過剰や零細小売商の過剰が配給費過大の原因として指摘され，百貨商

の経費膨脹が批判されている問。以上の如く， 10年代において制度的研究の主

な問題点はすでに提起されていたの

次に， 20年代におけるマーケティ Y!J'一般書にみられる制度的方法について。

それはすでに10年代に提起された問題の拡大にすぎなかった。多数の概論書の

うち，主な文献に限定レて若干の特徴を窺うと，先ず制度的方法と機能的方法

を対置させた C.S. Duncanの Market叫g.-Its Problems and Methods， 1922に

おいても，中間商人や新しいタイプの小売商の説明がみられるが，むしろ卸・

小売などの配給機関の分析を重視したのは P.D. Converse， Market岬 g，

Methods and Policies， 1921であろう。同書の大部分は，取引経路，卸販売人，

小売形態の発展の説明にあてられている叫。その説明法は，それぞれの経営形

態の特徴と長所短所を比較形態論的に展開したものであって，多くの概論書に

みられるー般的展開方法の先駆をなすものであった。また同書の特徴としては，

協同組合配給，消費者協同組合を重祝した ιと，独占(その内容は連鎖庖の合

611 流通過濯を独占資本の支配収事関係という価値祖点から分析した例については，5.F. Tokma 
lajew. a. a. 0.， S. 56 fI.; W. Hemrichs， H. Seidels. L. BertuJlis， Der monopolistische 
Handel. Ein Instrume叫 ZU1' Sichert州 gaey maxirnale Profite， 1956. S. 30 ff. ;荒川祐官

「現代配給理論」昭和35年.， 11ベジ以下， 185へジ以下などを参照。
62) 、Neld.op. cit.， pp. 428. 437 f 

羽田 Converseが小売機関町展開巻重視したことは，檀が NystromのEconomicsof Retailingを
テキストとして使用していたことも一因である。
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同による独占化であるが)，独占価格の決定法，メーカーの直接配給， 配給費

の増大傾向など壱僅かながら問題にしていること，などがあげられる。しかし，

その分析は，現象を記述するパノラマ方式にとどまっていた。このような特

徴はすべての概論的テキストに共通する傾向であれ例えば， P. W.lveyの

Prin日tlesof M，即制叩'g，1922も同様であるが，同書は小売機関の分析で通

信販売庖を，卸売機関の分析で製造卸売商の殆鼠壱重視していること，また卸

商の統合の問題が浮かび上っていること，などの特徴をもっている叫。次に代

表的概論書である F.E. ClarkのP削日ples01 Marketing， 19'22では，卸小

売の各機関の特徴だけでなく， その発展の規定要因が指摘されていることぺ

配給費過大問題については，配給機関の提供するサーピスとの関係で考えねば

ならないこと，配給過程の合理化のためには標準化 (standarization) 秒重視

すべきこと，また販売方法の改善のための教育指導が必要なこと，などの諸点

が注目される論点である“h きらに配給制度合理化の問題については，H.H.

Maynard， W. C Weidler， T. N. Beckmanの P門別ψles01 Marketing， 19> 

27が比較的明快な提案をおとなっている。彼らは，中間商人過剰問題について

の対策として，中間商人の数を減らすことが必要であれ開業の許可制が考慮

され，それぞれの地域毎に販売庖を準独占 (semi-monopoly)化することの必

要性を指摘している的。 また流通過程の合理化対策として，公共市場など協同

配給を助長することをあげ，さらにまた配給能率の向上のために，第 1に配給

機関の内部的非能率を排除する必要があり，その方法として，回転速度の迅速

化，適切な経営記録の保持，セーノレスマ:/'，/ップの改善を指摘し，第zに配給

機関の外的条件の合理化のためには，チャ γ不ノレの選択を経済性と能率の観点

から選択する必要があれそのためには調査分析が重要なこと，また中間商人ー

と生産者，中間商人相互聞に協同を考えること，プランドやスタイノレの問題を

64) Ivey， P門別ψj-esof Market~ng. 1922. p. 43 ff 

65) 小売発展の規定要因としては， 1交通通信機関の尭展 2工業の発展， 3有標商品の尭凪
などがあげられ口、る (F.E. Clark~ P:円?山:ple5oJ Murkdi吋， 1922. p. 190 ff.)。

66) Clark， ibid.， pp. 505， 545. 
67) Maynard， Heckman， Weidler， op. cit.， p. 661 
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重視すること，などを示唆している問。
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以上の他にも， P. T. Cherington町， Edmund Brown町， Ivan Wright and 

Chas E. Landon71J， Ronald S. 'Vai1e and Peter S. Shtg~vold町， などの著

作もみられるが，大同小異の傾向が強いので省略することにしたし、。 20年代の

制度的方法の展開は. 10年代に出現し提起された問題を一層詳細に展開L. ョ

γ パースらを中心に制度的方法の一応の成立をみたということができるであろ

つ。

概括 以上，成¥r期における制度的方法に関す主な著作の特徴と問題点を

概括すれば，次の如〈である。

第 1に，制度的方法は実質的には1910年代に登場していた。 V ョーの配給機

構の解明やウェノレドの農産物を中心とする配給機構や配給機関の研究において

主な問題点はすでに提出されていた。

第 2に，制度的方法の方法的意議は20年代初頭にあらわれ. 20年代を通じて

ますます明快に確立されていった。その頂点はコ γパ-;;<の規定であった。

第 3に，制度的方法の実質的内容をなすものは，卸売機関と小売機関の種々

な形態の記述説明であり，配給機構の実態の解明であった。しかるに，これら

の解明には，卸小売の新しい諸機関を生成せしめ，流通機構の変化と再編成を

惹起せしめる問題点が潜んでいた。その問題点とは，配給論学者のいう中間商

人排除問題であり，配給費の膨脹問題 Cあれ商人過剰の問題であった。これ

らの問題は既に10年代に提起され，これら諸問題を解明するためには，単なる

配給機関や配給機構の羅列的説明に終始することなし諸機関の配給機能の当

68) lbid.. p. 662 ff 
69) P. T. CheringtQll， Elements of M，肘，，'四g，1920は機能中心に体系イヒされているがj 配給

業者の排除問題も重視しているいbid.，p. 165 ff.)。
70) Edmund Brown， Market1吋.HI25は前半で商品的方法を重視し後単で餌限倫小売配給

の制度的方法を展開している。
71) IVan Wright and C口h.回sE. La叩nd。叩n.Re叩ad問 C'明 M

機能別方法や問題E朝別引判J方法をとり入れB マ ケテ 4ング機能 J 単純化と標準準トイ化七を'後半で配給費，
配給における統合などの同題をとりあげているが そ内なかで ?舘制告制l 度的方詩有巻~ì-:り入れて引し、る。

72) R. S. Vai日leand P. L. Slagsvold， 11ぱarket01'ga1旬包izati向~， 1929 rまWright and LandoD 
の著作主同じような体系を示している。
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否の問題と結合した分析を必要とした。したがって，制度的方法は，次節で述

ベる機能的方法と密接に結合しつつ発展すべき必然性をもっていた。しかるに

単なる配給機関や配給機構の列挙的，羅列的説明にとどまっていた制度的方法

は実用的な実務知識の提供にとどまり，問題解決への接近方法を機能的方法に

譲らざるをえない運命にあったのである。ここにおいて，制度的方法は，それ

自体新しい脱皮と前進をしなければならない問題を含んでいたのであるが，こ

れらの展開は，後の段階に残された課題となる。

第 4に，制度的方法を生成せしめた社会経済的基盤はすでにふれた如く，直

接的には中間商人過剰や排除の問題であれ疏通過程の合理化の問題であっ

た。この中間商人排除による流通過程の短縮化の問題は，単なる「社会的合理

化」の問題ではない。「社会的」というヴェーノレをつけながら実はその背後に，

流通過程に進出し，自らのために有利なチ¥， Vネノレを設定し，流通過程を支配

し，収奪しようとする独占資本の利害が潜んでいたのである。したがって，生

産過程における独占資本の成立が流通過程の合理化問題を提起する基礎的動因

壱なしていたのである。

第 5に，独占資本の成立は，生産過程のみならず，流通過程内においても進

行した。すなわち，百貨庖，通信販売庖，連鎖庖などの巨大商業資本の登場が

それである。これらの巨大小売機関の歴史的生成は，従来の独立小売商以外に

新しい資本制小売経営形態を次々に登場せしめた。その具体的現象を比較経営

形態論的に記述説明することが制度的方法の課題となったのである。したが

って，配給論学者の解明は，現象を列挙的，羅列的に説明するのみにとどまっ

て，その本質を暴露しようとはしなかった。そこに配給論学者の大きい限界が

横たわっていたのである。(以下続稿)




